
奈
良
県
手
数
料
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
二
年
三
月
三
十
日

奈
良
県
知
事

荒

井

正

吾

奈
良
県
条
例
第
四
十
一
号

奈
良
県
手
数
料
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
奈
良
県
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
）

第
一
条

奈
良
県
手
数
料
条
例
（
平
成
十
二
年
三
月
奈
良
県
条
例
第
三
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
の
百
九
十
四
の
項
中
「
及
び
毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
年
政
令
第
二

百
六
十
一
号
）
第
三
十
六
条
の
六
第
一
項
」
を
削
り
、
同
表
百
九
十
六
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

百
九

削
除

十
六

別
表
第
一
の
百
九
十
七
の
項
中
「
第
四
条
第
四
項
及
び
毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
施
行
令
第
三
十
六

条
の
六
第
一
項
」
を
「
第
四
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
表
百
九
十
八
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

百
九

削
除

十
八

別
表
第
一
の
二
百
一
の
項
中
「
及
び
毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
施
行
令
第
三
十
六
条
の
六
第
一
項
」

を
削
り
、
同
表
二
百
二
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二
百

削
除

二
別
表
第
一
の
二
百
三
の
項
中
「
毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
施
行
令
」
の
下
に
「
（
昭
和
三
十
年
政
令

第
二
百
六
十
一
号
）
」
を
加
え
る
。

「

床
面
積
が
五
万
平

五
十
八



方
メ
ー
ト
ル
以
上

千
円

別
表
第
一
の
三
百
九
十
九
の
五
の
二
の
項
中

の
も
の

「

床
面
積
が
五
万
平

五
十
八
万
三

計
画
提
出

方
メ
ー
ト
ル
以
上

千
円

又
は
計
画

の
も
の

通
知
の
と

き
。

建
築
物
の
エ
ネ

床
面
積
が
二
千
平

八
万
四
千
円

計
画
提
出

ル
ギ
ー
消
費
性

方
メ
ー
ト
ル
以
上

又
は
計
画

能
の
向
上
に
関

五
千
平
方
メ
ー
ト

通
知
の
と

す
る
法
律
第
十

ル
未
満
の
も
の

き
。

二
条
第
一
項
又

は
第
十
三
条
第

床
面
積
が
五
千
平

十
三
万
二
千

計
画
提
出

二
項
の
規
定
に

方
メ
ー
ト
ル
以
上

円

又
は
計
画

基
づ
く
建
築
物

一
万
平
方
メ
ー
ト

通
知
の
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
消

ル
未
満
の
も
の

き
。

万
三

計
画
提
出

費
性
能
確
保
計

又
は
計
画

を

画
に
係
る
建
築

床
面
積
が
一
万
平

十
六
万
六
千

計
画
提
出

通
知
の
と

物
エ
ネ
ル
ギ
ー

方
メ
ー
ト
ル
以
上

円

又
は
計
画

き
。

消
費
性
能
適
合

二
万
五
千
平
方
メ

通
知
の
と

」

性
判
定
に
対
す

ー
ト
ル
未
満
の
も

き
。

る
審
査
の
う
ち
、
の

同
法
第
三
十
二

条
に
規
定
す
る

床
面
積
が
二
万
五

二
十
万
七
千

計
画
提
出

認
定
建
築
物
エ

千
平
方
メ
ー
ト
ル

円

又
は
計
画

ネ
ル
ギ
ー
消
費

以
上
五
万
平
方
メ

通
知
の
と

性
能
向
上
計
画

ー
ト
ル
未
満
の
も

き
。



に
係
る
同
法
第

の

二
十
九
条
第
三

項
に
規
定
す
る

床
面
積
が
五
万
平

二
十
八
万
九

計
画
提
出

他
の
建
築
物
で

方
メ
ー
ト
ル
以
上

千
円

又
は
計
画

あ
る
建
築
物
に

の
も
の

通
知
の
と

係
る
審
査

き
。

「

床
面
積
が
五
万
平

五
十
八
万

方
メ
ー
ト
ル
以
上

千
円

に
、
同
表
三
百
九
十
九
の
五
の
三
の
項
中

の
も
の



」

「

床
面
積
が
五
万
平

五
十
八
万
三

計
画
提
出

方
メ
ー
ト
ル
以
上

千
円

又
は
計
画

の
も
の

通
知
の
と

き
。

建
築
物
の
エ
ネ

床
面
積
が
三
百
平

一
万
千
五
百

計
画
提
出

ル
ギ
ー
消
費
性

方
メ
ー
ト
ル
未
満

円

又
は
計
画

能
の
向
上
に
関

の
も
の

通
知
の
と

す
る
法
律
第
十

き
。

二
条
第
二
項
又

は
第
十
三
条
第

床
面
積
が
三
百
平

二
万
九
千
三

計
画
提
出

三
項
の
規
定
に

方
メ
ー
ト
ル
以
上

百
円

又
は
計
画

基
づ
く
建
築
物

二
千
平
方
メ
ー
ト

通
知
の
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
消

ル
未
満
の
も
の

き
。

費
性
能
確
保
計

画
の
変
更
に
対

床
面
積
が
二
千
平

八
万
四
千
円

計
画
提
出

す
る
審
査
の
う

方
メ
ー
ト
ル
以
上

又
は
計
画

ち
、
同
法
第
三

五
千
平
方
メ
ー
ト

通
知
の
と

十
二
条
に
規
定

ル
未
満
の
も
の

き
。

三

計
画
提
出

す
る
認
定
建
築



又
は
計
画

を

物
エ
ネ
ル
ギ
ー

床
面
積
が
五
千
平

十
三
万
二
千

計
画
提
出

通
知
の
と

消
費
性
能
向
上

方
メ
ー
ト
ル
以
上

円

又
は
計
画

き
。

計
画
に
係
る
同

一
万
平
方
メ
ー
ト

通
知
の
と

」

法
第
二
十
九
条

ル
未
満
の
も
の

き
。

第
三
項
に
規
定

す
る
他
の
建
築

床
面
積
が
一
万
平

十
六
万
六
千

計
画
提
出

物
で
あ
る
建
築

方
メ
ー
ト
ル
以
上

円

又
は
計
画

物
に
係
る
審
査

二
万
五
千
平
方
メ

通
知
の
と

ー
ト
ル
未
満
の
も

き
。

の床
面
積
が
二
万
五

二
十
万
七
千

計
画
提
出

千
平
方
メ
ー
ト
ル

円

又
は
計
画

以
上
五
万
平
方
メ

通
知
の
と

ー
ト
ル
未
満
の
も

き
。

の床
面
積
が
五
万
平

二
十
八
万
九

計
画
提
出

方
メ
ー
ト
ル
以
上

千
円

又
は
計
画

の
も
の

通
知
の
と

き
。

」

「

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の

次
に
掲
げ
る

認

向
上
に
関
す
る
法
律
第
二
十
九
条
第

額
を
合
算
し

の

一
項
の
規
定
に
基
づ
く
建
築
物
エ
ネ

た
額

ル
ギ
ー
消
費
性
能
向
上
計
画
の
認
定

ア

共
同
住

の
申
請
に
対
す
る
審
査
の
う
ち
、
共

宅
審
査
に

同
住
宅
及
び
非
住
宅
部
分
に
係
る
審

掲
げ
る
手

査

数
料
額



に
、
同
表
三
百
九
十
九
の
六
の
項
中

イ

非
住
宅

標
準
審
査

又
は
非
住

宅
モ
デ
ル

審
査
に
掲

げ
る
手
数

料
額

「

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の

次
に
掲
げ
る

認
定
申
請

向
上
に
関
す
る
法
律
第
二
十
九
条
第

額
を
合
算
し

の
と
き
。

一
項
の
規
定
に
基
づ
く
建
築
物
エ
ネ

た
額

ル
ギ
ー
消
費
性
能
向
上
計
画
の
認
定

ア

共
同
住

の
申
請
に
対
す
る
審
査
の
う
ち
、
共

宅
審
査
に

同
住
宅
及
び
非
住
宅
部
分
に
係
る
審

掲
げ
る
手

査

数
料
額

イ

非
住
宅

標
準
審
査

又
は
非
住

宅
モ
デ
ル

定
申
請

審
査
に
掲

と
き
。

げ
る
手
数

料
額

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の

次
に
掲
げ
る

認
定
申
請

向
上
に
関
す
る
法
律
第
二
十
九
条
第

額
を
全
て
合

の
と
き
。

を

一
項
の
規
定
に
基
づ
く
建
築
物
エ
ネ

算
し
た
額

に
、
同

ル
ギ
ー
消
費
性
能
向
上
計
画
の
認
定

ア

戸
建
住

の
申
請
に
対
す
る
審
査
の
う
ち
、
同

宅
審
査
に

条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
記
載
さ
れ

掲
げ
る
手



た
複
数
の
建
築
物
に
よ
る
建
築
物
エ

数
料
額

ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
向
上
計
画
の
認

イ

共
同
住

定
の
申
請
に
係
る
審
査

宅
審
査
に

掲
げ
る
手

」

数
料
額

ウ

非
住
宅

標
準
審
査

に
掲
げ
る

手
数
料
額

エ

非
住
宅

モ
デ
ル
審

査
に
掲
げ

る
手
数
料

額

」

「

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の

次
に
掲
げ
る

変
更
認
定

向
上
に
関
す
る
法
律
第
三
十
一
条
第

額
を
合
算
し

申
請
の
と

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二

た
額

き
。

十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
建

ア

共
同
住

築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
向
上
計

宅
審
査
に

画
の
変
更
の
認
定
の
申
請
に
対
す
る

掲
げ
る
手

審
査
の
う
ち
、
共
同
住
宅
及
び
非
住

数
料
額

表
三
百
九
十
九
の
八
の
項
中

宅
部
分
に
係
る
審
査

イ

非
住
宅

標
準
審
査

又
は
非
住

宅
モ
デ
ル

審
査
に
掲

げ
る
手
数

料
額



「

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の

次
に
掲
げ
る

変
更
認
定

向
上
に
関
す
る
法
律
第
三
十
一
条
第

額
を
合
算
し

申
請
の
と

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二

た
額

き
。

十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
建

ア

共
同
住

築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
向
上
計

宅
審
査
に

画
の
変
更
の
認
定
の
申
請
に
対
す
る

掲
げ
る
手

審
査
の
う
ち
、
共
同
住
宅
及
び
非
住

数
料
額

宅
部
分
に
係
る
審
査

イ

非
住
宅

標
準
審
査

又
は
非
住

宅
モ
デ
ル

審
査
に
掲

げ
る
手
数

料
額

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の

次
に
掲
げ
る

変
更
認
定

向
上
に
関
す
る
法
律
第
三
十
一
条
第

額
を
全
て
合

申
請
の
と

を

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二

算
し
た
額

き
。

に
、
同
表
三
百

十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
建

ア

戸
建
住

築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
向
上
計

宅
審
査
に

画
の
変
更
の
認
定
の
申
請
に
対
す
る

掲
げ
る
手

審
査
の
う
ち
、
同
条
第
三
項
の
規
定

数
料
額

に
よ
り
記
載
さ
れ
た
複
数
の
建
築
物

イ

共
同
住

に
よ
る
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性

宅
審
査
に

能
向
上
計
画
の
認
定
の
申
請
に
係
る

掲
げ
る
手

」

審
査

数
料
額

ウ

非
住
宅

標
準
審
査



に
掲
げ
る

手
数
料
額

エ

非
住
宅

モ
デ
ル
審

査
に
掲
げ

る
手
数
料

額

」

九
十
九
の
十
の
項
中
「
一
戸
建
て
の
住
宅
で
あ
っ
て
基
準
省
令
第
一
条
第
一
項
第
二
号
イ

及
び
ロ

(2)

」
を
「
一
戸
建
て
の
住
宅
で
あ
っ
て
基
準
省
令
第
一
条
第
一
項
第
二
号
イ

及
び
ロ

又
は
同

(2)

(2)
(ⅰ)

(2)

号
イ

及
び
ロ

」
に
、
「
戸
建
住
宅
仕
様
審
査
」
を
「
戸
建
住
宅
仕
様
等
審
査
」
に
、
「
共
同
住

(3)

(3)

宅
で
あ
っ
て
基
準
省
令
第
一
条
第
一
項
第
二
号
イ

及
び
ロ

」
を
「
共
同
住
宅
で
あ
っ
て
基
準
省

(2)

(2)

令
第
一
条
第
一
項
第
二
号
イ

及
び
ロ

又
は
イ

及
び
ロ

」
に
、
「
共
同
住
宅
仕
様
審
査
」

(2)
(ⅱ)

(2)

(3)

(3)

を
「
共
同
住
宅
仕
様
等
審
査
」
に
改
め
る
。

（
奈
良
県
行
政
財
産
使
用
料
条
例
の
一
部
改
正
）

第
二
条

奈
良
県
行
政
財
産
使
用
料
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
三
月
奈
良
県
条
例
第
四
十
二
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

「

「

四

三

別
表
の
二
の
表
中
「
六
六
〇
円
」
を
「
七
三
〇
円
」
に
、

を

四
〇
円

五
〇
円

一

」

五

四

に
、
「
三
〇
〇
円
」
を
「
三
八
〇
円
」
に
、
「
一
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
一
、
一

〇
円

二
〇
円

」

「

「

五

四

六

〇
〇
円
」
に
、
「
六
八
〇
円
」
を
「
七
九
〇
円
」
に
、

を

四
〇
円

七
〇
円

五
〇
円

」



五

に
、
「
一
、
四
〇
〇
円
」
を
「
一
、
五
〇
〇
円
」
に
、
「
九
二
〇
円
」
を
「
一
、
一

八
〇
円

」
「

「

「

七

六

八

七

〇
〇
円
」
に
、

を

に
、

六
円

三
〇
円

三
〇
円

八
〇
円

八
〇
円

」

」

「

「

四
円

三
円

を

七
円

五
円

四
円

に
、

四
円

二
円

を

」

」

」

「

四
円

三
円

に
、
「
二
五
円
」
を
「
二
七
円
」
に
、
「
一
七
円
」
を
「
一
九
円
」
に
、

」

「

「
一
三
円
」
を
「
一
六
円
」
に
、
「
一
一
円
」
を
「
一
四
円
」
に
、

三
五
円

二
四
円

を
」

「

三
九
円

二
七
円

に
、
「
一
九
円
」
を
「
二
三
円
」
に
、
「
一
六
円
」
を
「
二
〇
円
」
に
、

」

「



「
五
三
円
」
を
「
五
九
円
」
に
、
「
三
六
円
」
を
「
四
一
円
」
に
、

二
八
円

二
四
円

を
」

「

「

「

三
四
円

三
〇
円

に
、

七
一
円

四
七
円

を

七
八
円

五
五
円

に
、

」

」

」

「

一

「
三
八
円
」
を
「
四
五
円
」
に
、
「
三
三
円
」
を
「
四
一
円
」
に
、

七
一
円

を

一
〇
円

」

「

一

八
二
円

に
、
「
五
七
円
」
を
「
六
八
円
」
に
、
「
四
九
円
」
を
「
六
一
円
」
に
、

二
〇
円

」

「
一
四
〇
円
」
を
「
一
六
〇
円
」
に
、
「
九
五
円
」
を
「
一
一
〇
円
」
に
、
「
七
六
円
」
を
「
九
一

円
」
に
、
「
六
五
円
」
を
「
八
一
円
」
に
、
「
二
五
〇
円
」
を
「
二
七
〇
円
」
に
、
「
一
七
〇
円
」

「

「

「

一

一

一

一

を
「
一
九
〇
円
」
に
、

を

に
、

三
〇
円

一
〇
円

六
〇
円

四
〇
円

五
〇

」

」

「



三

二

三

二

を

に
、
「
一
九
〇
円
」
を
「
二
三
〇
円
」
に
、
「
一

円

四
〇
円

九
〇
円

七
〇
円

」

」

「

「

七

四

三

三

七

六
〇
円
」
を
「
二
〇
〇
円
」
に
、

を

一
〇
円

七
〇
円

八
〇
円

三
〇
円

八
〇
円

」

「

「

五

四

四

九

六

五

四

に
、

を

五
〇
円

五
〇
円

一
〇
円

五
〇
円

三
〇
円

〇
〇
円

四
〇
円

」

」

「

「

一
、
〇

七

六

五

五

三

五

に
、

を

〇
〇
円

三
〇
円

一
〇
円

四
〇
円

〇
〇
円

三
〇
円

五
〇
円

八

」

」

三

に
、
「
二
七
〇
円
」
を
「
三
二
〇
円
」
に
、
「
二
三
〇
円
」
を
「
二
八
〇
円
」
に
改
め
、

〇
円

」

同
表
の
注
１
の
表
中
「
、
安
堵
町
、
川
西
町
」
を
削
り
、
「
平
群
町
」
の
下
に
「
、
安
堵
町
、
川
西

町
」
を
加
え
る
。

（
奈
良
県
立
公
園
条
例
の
一
部
改
正
）



第
三
条

奈
良
県
立
公
園
条
例
（
昭
和
二
十
九
年
四
月
奈
良
県
条
例
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

別
表
中
「
三
〇
〇
円
」
を
「
三
八
〇
円
」
に
、
「
四
七
〇
円
」
を
「
五
八
〇
円
」
に
、
「
六
三
〇

円
」
を
「
七
八
〇
円
」
に
、
「
四
四
〇
円
」
を
「
五
四
〇
円
」
に
改
め
る
。

（
奈
良
県
産
業
振
興
総
合
セ
ン
タ
ー
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
）

第
四
条

奈
良
県
産
業
振
興
総
合
セ
ン
タ
ー
手
数
料
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
三
月
奈
良
県
条
例
第
三
十

五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
の
二
の
７
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

分
光
光
度
試
験

一
試
料
に
つ
き

四
千
円

(十)

別
表
の
二
の

中
「
六
千
百
七
十
円
」
を
「
六
千
二
百
四
十
円
」
に
改
め
る
。

11

（
奈
良
県
森
林
技
術
セ
ン
タ
ー
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
）

第
五
条

奈
良
県
森
林
技
術
セ
ン
タ
ー
手
数
料
条
例
（
昭
和
五
十
年
三
月
奈
良
県
条
例
第
三
十
三
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
の
一
の
７
中
「
一
万
三
千
八
百
二
十
円
」
を
「
二
万
六
千
六
百
十
円
」
に
改
め
る
。

（
奈
良
県
道
路
占
用
料
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第
六
条

奈
良
県
道
路
占
用
料
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
八
年
三
月
奈
良
県
条
例
第
二
十
一
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

占

用

料

占

用

物

件

所

在

地

単

位

第
二
級
地

第
三
級
地

第
四
級
地

第
五
級
地

第
一
種
電
柱

七
三
〇
円

五
一
〇
円

四
二
〇
円

三
八
〇
円

一
、

第
二
種
電
柱

七
九
〇
円

六
五
〇
円

五
八
〇
円

一
〇
〇
円



一
、

一
、

第
三
種
電
柱

八
八
〇
円

七
八
〇
円

五
〇
〇
円

一
〇
〇
円

一
本
に

第
一
種
電
話
柱

つ
き
一

六
五
〇
円

四
六
〇
円

三
八
〇
円

三
四
〇
円

年

一
、

第
二
種
電
話
柱

七
三
〇
円

六
一
〇
円

五
四
〇
円

〇
〇
〇
円

一
、

一
、

第
三
種
電
話
柱

八
三
〇
円

七
四
〇
円

四
〇
〇
円

〇
〇
〇
円

そ
の
他
の
柱
類

六
五
円

四
六
円

三
八
円

三
四
円

共
架
電
線
そ
の
他

上
空
に
設
け
る
線

長
さ
一

七
円

五
円

四
円

三
円

類

メ
ー
ト

ル
に
つ

地
下
に
設
け
る
電

き
一
年

四
円

三
円

二
円

二
円

法
第

線
そ
の
他
の
線
類

三
十

二
条

一
個
に

路
上
に
設
け
る
変

第
一

つ
き
一

六
四
〇
円

四
五
〇
円

三
七
〇
円

三
三
〇
円

圧
器

項
第

年

一
号

に
掲

占
用
面

げ
る

積
一
平

工
作

地
下
に
設
け
る
変

方
メ
ー

三
九
〇
円

二
七
〇
円

二
三
〇
円

二
〇
〇
円

物

圧
器

ト
ル
に

つ
き
一

年



変
圧
塔
そ
の
他
こ

一
、

れ
に
類
す
る
も
の

九
一
〇
円

七
六
〇
円

六
八
〇
円

一
個
に

三
〇
〇
円

及
び
公
衆
電
話
所

つ
き
一

年

郵
便
差
出
箱
及
び

五
五
〇
円

三
八
〇
円

三
二
〇
円

二
八
〇
円

信
書
便
差
出
箱

表
示
面

積
一
平

方
メ
ー

四
、

一
、

広
告
塔

九
六
〇
円

六
七
〇
円

ト
ル
に

三
〇
〇
円

九
〇
〇
円

つ
き
一

年占
用
面

積
一
平

方
メ
ー

一
、

そ
の
他
の
も
の

九
一
〇
円

七
六
〇
円

六
八
〇
円

ト
ル
に

三
〇
〇
円

つ
き
一

年

外
径
が
〇
・
〇
七

メ
ー
ト
ル
未
満
の

二
七
円

一
九
円

一
六
円

一
四
円

も
の

外
径
が
〇
・
〇
七

メ
ー
ト
ル
以
上
〇

三
九
円

二
七
円

二
三
円

二
〇
円

・
一
メ
ー
ト
ル
未

満
の
も
の



外
径
が
〇
・
一
メ

ー
ト
ル
以
上
〇
・

五
九
円

四
一
円

三
四
円

三
〇
円

一
五
メ
ー
ト
ル
未

満
の
も
の

外
径
が
〇
・
一
五

メ
ー
ト
ル
以
上
〇

七
八
円

五
五
円

四
五
円

四
一
円

法
第

・
二
メ
ー
ト
ル
未

三
十

満
の
も
の

二
条

長
さ
一

第
一

外
径
が
〇
・
二
メ

メ
ー
ト

項
第

ー
ト
ル
以
上
〇
・

ル
に
つ

一
二
〇
円

八
二
円

六
八
円

六
一
円

二
号

三
メ
ー
ト
ル
未
満

き
一
年

に
掲

の
も
の

げ
る

物
件

外
径
が
〇
・
三
メ

ー
ト
ル
以
上
〇
・

一
六
〇
円

一
一
〇
円

九
一
円

八
一
円

四
メ
ー
ト
ル
未
満

の
も
の

外
径
が
〇
・
四
メ

ー
ト
ル
以
上
〇
・

二
七
〇
円

一
九
〇
円

一
六
〇
円

一
四
〇
円

七
メ
ー
ト
ル
未
満

の
も
の

外
径
が
〇
・
七
メ

ー
ト
ル
以
上
一
メ

三
九
〇
円

二
七
〇
円

二
三
〇
円

二
〇
〇
円

ー
ト
ル
未
満
の
も

の



外
径
が
一
メ
ー
ト

七
八
〇
円

五
五
〇
円

四
五
〇
円

四
一
〇
円

ル
以
上
の
も
の

法
第
三
十
二
条
第
一
項
第

一
、

三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ

九
一
〇
円

七
六
〇
円

六
八
〇
円

三
〇
〇
円

る
施
設

階
数
が
一

Ａ
に
〇
・
〇
〇
五
を
乗
じ
て
得
た
額

の
も
の

地
下

階
数
が
二

街
及

Ａ
に
〇
・
〇
〇
八
を
乗
じ
て
得
た
額

の
も
の

占
用
面

法
第

び
地

積
一
平

三
十

下
室

階
数
が
三

方
メ
ー

二
条

以
上
の
も

ト
ル
に

Ａ
に
〇
・
〇
一
を
乗
じ
て
得
た
額

第
一

の

つ
き
一

項
第

年

五
号

上
空
に
設
け
る
通

二
、

に
掲

九
三
〇
円

四
八
〇
円

三
三
〇
円

路

一
〇
〇
円

げ
る

施
設

地
下
に
設
け
る
通

一
、

五
六
〇
円

二
九
〇
円

二
〇
〇
円

路

三
〇
〇
円

一
、

そ
の
他
の
も
の

九
一
〇
円

七
六
〇
円

六
八
〇
円

三
〇
〇
円

占
用
面

祭
礼
、
縁
日
そ
の

積
一
平

法
第

他
の
催
し
に
際
し
、
方
メ
ー

四
三
円

一
九
円

一
〇
円

七
円



三
十

一
時
的
に
設
け
る

ト
ル
に

二
条

も
の

つ
き
一

第
一

日

項
第

六
号

占
用
面

に
掲

積
一
平

げ
る

方
メ
ー

そ
の
他
の
も
の

四
三
〇
円

一
九
〇
円

九
六
円

六
七
円

施
設

ト
ル
に

つ
き
一

月表
示
面

積
一
平

一
時
的
に

方
メ
ー

看
板

設
け
る
も

四
三
〇
円

一
九
〇
円

九
六
円

六
七
円

ト
ル
に

（
ア

の

つ
き
一

ー
チ

月

で
あ

る
も

表
示
面

の
を

積
一
平

除
く
。
そ
の
他
の

方
メ
ー

四
、

一
、

）

九
六
〇
円

六
七
〇
円

も
の

ト
ル
に

三
〇
〇
円

九
〇
〇
円

つ
き
一

年

道
路

一
本
に

一
、

法
施

標
識

つ
き
一

七
三
〇
円

六
一
〇
円

五
四
〇
円

〇
〇
〇
円

行
令

年

（
昭

和
二

祭
礼
、
縁



十
七

日
そ
の
他

一
本
に

年
政

の
催
し
に

つ
き
一

四
三
円

一
九
円

一
〇
円

七
円

令
第

際
し
、
一

日

四
百

旗
ざ

時
的
に
設

七
十

お

け
る
も
の

九
号
。

以
下

一
本
に

そ
の
他
の

「
令

つ
き
一

四
三
〇
円

一
九
〇
円

九
六
円

六
七
円

も
の

」
と

月

い
う
。

）
第

幕
（

祭
礼
、
縁

そ
の
面

七
条

令
第

日
そ
の
他

積
一
平

第
一

七
条

の
催
し
に

方
メ
ー

四
三
円

一
九
円

一
〇
円

七
円

号
に

第
四

際
し
、
一

ト
ル
に

掲
げ

号
に

時
的
に
設

つ
き
一

る
物

掲
げ

け
る
も
の

日

件

る
工

事
用

そ
の
面

施
設

積
一
平

で
あ

そ
の
他
の

方
メ
ー

る
も

四
三
〇
円

一
九
〇
円

九
六
円

六
七
円

も
の

ト
ル
に

の
を

つ
き
一

除
く
。

月

）

車
道
を
横

四
、

一
、

断
す
る
も

九
六
〇
円

六
七
〇
円

一
基
に

三
〇
〇
円

九
〇
〇
円

ア
ー

の

つ
き
一

チ

月

そ
の
他
の

二
、

九
三
〇
円

四
八
〇
円

三
三
〇
円



も
の

一
〇
〇
円

占
用
面

積
一
平

令
第
七
条
第
二
号
に
掲
げ

方
メ
ー

一
、

九
一
〇
円

七
六
〇
円

六
八
〇
円

る
工
作
物

ト
ル
に

三
〇
〇
円

つ
き
一

年

令
第
七
条
第
四
号
に
掲
げ

る
工
事
用
施
設
及
び
同
条

占
用
面

四
三
〇
円

一
九
〇
円

九
六
円

六
七
円

第
五
号
に
掲
げ
る
工
事
用

積
一
平

材
料

方
メ
ー

ト
ル
に

令
第
七
条
第
六
号
に
掲
げ

つ
き
一

る
仮
設
建
築
物
及
び
同
条

月

一
三
〇
円

九
一
円

七
六
円

六
八
円

第
七
号
に
掲
げ
る
施
設

ト
ン
ネ
ル
の
上
又

は
高
架
の
道
路
の

Ａ
に
〇
・

Ａ
に
〇
・

Ａ
に
〇
・

Ａ
に
〇
・

路
面
下
（
当
該
路

〇
一
四
を

〇
一
六
を

〇
一
九
を

〇
二
三
を

面
下
の
地
下
を
除

乗
じ
て
得

乗
じ
て
得

乗
じ
て
得

乗
じ
て
得

く
。
）
に
設
け
る

た
額

た
額

た
額

た
額

も
の

上
空
に
設
け
る
も

Ａ
に
〇
・
〇
二
三
を
乗
じ
て
得
た
額

の

令
第

七
条

地
下

階
数
が
一

第
八

Ａ
に
〇
・
〇
〇
五
を
乗
じ
て
得
た
額



（
ト

の
も
の

号
に

ン
ネ

掲
げ

ル
の

る
施

上
の

設

地
下

階
数
が
二

Ａ
に
〇
・
〇
〇
八
を
乗
じ
て
得
た
額

を
除

の
も
の

く
。

）
に

設
け

階
数
が
三

る
も

以
上
の
も

Ａ
に
〇
・
〇
一
を
乗
じ
て
得
た
額

の

の

そ
の
他
の
も
の

Ａ
に
〇
・
〇
三
三
を
乗
じ
て
得
た
額

Ａ
に
〇
・

Ａ
に
〇
・

Ａ
に
〇
・

Ａ
に
〇
・

令
第

〇
一
四
を

〇
一
六
を

〇
一
九
を

〇
二
三
を

建
築
物

七
条

乗
じ
て
得

乗
じ
て
得

乗
じ
て
得

乗
じ
て
得

第
九

た
額

た
額

た
額

た
額

号
に

掲
げ

Ａ
に
〇
・

Ａ
に
〇
・

Ａ
に
〇
・

Ａ
に
〇
・

る
施

〇
一
を
乗

〇
一
二
を

〇
一
三
を

〇
一
六
を

そ
の
他
の
も
の

設

占
用
面

じ
て
得
た

乗
じ
て
得

乗
じ
て
得

乗
じ
て
得

積
一
平

額

た
額

た
額

た
額

方
メ
ー

令
第

建
築
物

ト
ル
に

Ａ
に
〇
・
〇
二
三
を
乗
じ
て
得
た
額

七
条

つ
き
一

第
十

年

号
に

掲
げ

Ａ
に
〇
・

Ａ
に
〇
・

Ａ
に
〇
・

Ａ
に
〇
・



る
施

〇
一
を
乗

〇
一
二
を

〇
一
三
を

〇
一
六
を

設
及

そ
の
他
の
も
の

じ
て
得
た

乗
じ
て
得

乗
じ
て
得

乗
じ
て
得

び
自

額

た
額

た
額

た
額

動
車

駐
車

場令
第

ト
ン
ネ
ル
の
上
又

Ａ
に
〇
・

Ａ
に
〇
・

Ａ
に
〇
・

Ａ
に
〇
・

七
条

は
高
架
の
道
路
の

〇
一
四
を

〇
一
六
を

〇
一
九
を

〇
二
三
を

第
十

路
面
下
に
設
け
る

乗
じ
て
得

乗
じ
て
得

乗
じ
て
得

乗
じ
て
得

一
号

も
の

た
額

た
額

た
額

た
額

に
掲

げ
る

上
空
に
設
け
る
も

Ａ
に
〇
・
〇
二
三
を
乗
じ
て
得
た
額

応
急

の

仮
設

建
築

そ
の
他
の
も
の

Ａ
に
〇
・
〇
三
三
を
乗
じ
て
得
た
額

物令
第
七
条
第
十
二
号
に
掲

Ａ
に
〇
・
〇
三
三
を
乗
じ
て
得
た
額

げ
る
器
具ト

ン
ネ
ル
の
上
又

は
自
動
車
専
用
道

Ａ
に
〇
・

Ａ
に
〇
・

Ａ
に
〇
・

Ａ
に
〇
・

令
第

路
（
高
架
の
も
の

〇
一
四
を

〇
一
六
を

〇
一
九
を

〇
二
三
を

七
条

に
限
る
。
）
の
路

乗
じ
て
得

乗
じ
て
得

乗
じ
て
得

乗
じ
て
得

第
十

面
下
に
設
け
る
も

た
額

た
額

た
額

た
額

三
号

の

に
掲

げ
る

上
空
に
設
け
る
も

Ａ
に
〇
・
〇
二
三
を
乗
じ
て
得
た
額

施
設

の



そ
の
他
の
も
の

Ａ
に
〇
・
〇
三
三
を
乗
じ
て
得
た
額

そ
の
他
前
各
項
に
よ
り
難

前
各
項
に
準
じ
て
知
事
が
定
め
る
額

い
占
用

別
表
の
備
考
１
の
表
中
「
、
安
堵
町
、
川
西
町
」
を
削
り
、
「
平
群
町
」
の
下
に
「
、
安
堵
町
、

川
西
町
」
を
加
え
る
。

（
奈
良
県
流
水
占
用
料
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第
七
条

奈
良
県
流
水
占
用
料
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
二
年
三
月
奈
良
県
条
例
第
四
十
二
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

「

別
表
第
二
中
「
六
六
〇
円
」
を
「
七
三
〇
円
」
に
、
「
四
四
〇
円
」
を
「
五
一
〇
円
」
に
、

「

三
五
〇
円

三
〇
〇
円

を

四
二
〇
円

三
八
〇
円

に
、
「
一
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
一
、

」

」

「

「

一
〇
〇
円
」
に
、
「
六
八
〇
円
」
を
「
七
九
〇
円
」
に
、

五
四
〇
円

四
七
〇
円

を
」

六
五
〇
円

五
八
〇
円

に
、
「
一
、
四
〇
〇
円
」
を
「
一
、
五
〇
〇
円
」
に
、
「
九
二
〇
円
」

」

を
「
一
、
一
〇
〇
円
」
に
、
「
七
三
〇
円
」
を
「
八
八
〇
円
」
に
、
「
六
三
〇
円
」
を
「
七
八
〇
円

「

「

」
に
、

一
四
〇
円

九
五
円

を

一
六
〇
円

一
一
〇
円

に
、
「
七
六
円
」
を

」

」

「

「

二
五
〇
円

一
七
〇
円

二
七

「
九
一
円
」
に
、
「
六
五
円
」
を
「
八
一
円
」
に
、

を



」

〇
円

一
九
〇
円

に
、
「
一
三
〇
円
」
を
「
一
六
〇
円
」
に
、
「
一
一
〇
円
」
を
「
一
四
〇
円

」

「

「

三
五
〇
円

二
四
〇
円

一
九
〇
円

一
六
〇
円

三
九
〇
円

二
七
〇
円

」
に
、

を
」

「

「

二
三
〇
円

二
〇
〇
円

七
一
〇
円

四
七
〇
円

七
八
〇
円

五
五
〇

に
、

を
」

」

円

に
、
「
三
八
〇
円
」
を
「
四
五
〇
円
」
に
、
「
三
三
〇
円
」
を
「
四
一
〇
円
」
に
、
「
一
二

」

〇
円
」
を
「
一
三
〇
円
」
に
、
「
七
九
円
」
を
「
九
一
円
」
に
、
「
六
三
円
」
を
「
七
六
円
」
に
、

「
五
四
円
」
を
「
六
八
円
」
に
、
「
一
、
一
六
〇
円
」
を
「
一
、
二
七
〇
円
」
に
、
「
七
八
〇
円
」

を
「
九
〇
〇
円
」
に
、
「
六
二
〇
円
」
を
「
七
五
〇
円
」
に
、
「
五
三
〇
円
」
を
「
六
六
〇
円
」
に
、

「
二
、
四
〇
〇
円
」
を
「
二
、
六
〇
〇
円
」
に
、
「
一
、
五
八
〇
円
」
を
「
一
、
八
二
〇
円
」
に
、



「
一
、
二
六
〇
円
」
を
「
一
、
五
二
〇
円
」
に
、
「
一
、
〇
八
〇
円
」
を
「
一
、
三
六
〇
円
」
に
、

「

一
七
〇
円

一

「
三
二
〇
円
」
を
「
三
五
〇
円
」
に
、
「
二
二
〇
円
」
を
「
二
五
〇
円
」
に
、

「

四
〇
円

二
〇
〇
円

一
八
〇
円

を

に
、
「
八
八
〇
円
」
を
「
九
七
〇
円
」
に
、
「
五

」

」

「

「

四
七
〇
円

四
〇
〇
円

五
七
〇
円

五
〇
〇
円

九
〇
円
」
を
「
六
八
〇
円
」
に
、

を
」

に
改
め
、
同
表
の
備
考
１
の
表
中
「
、
安
堵
町
、
川
西
町
」
を
削
り
、
「
平
群
町
」
の
下
に
「
、

」
安
堵
町
、
川
西
町
」
を
加
え
る
。

（
奈
良
県
立
都
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正
）

第
八
条

奈
良
県
立
都
市
公
園
条
例
（
昭
和
三
十
五
年
三
月
奈
良
県
条
例
第
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
第
一
項
中
第
九
号
を
削
り
、
第
十
号
を
第
九
号
と
し
、
第
十
一
号
か
ら
第
十
六
号
ま
で
を



一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
項
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

十
六

奈
良
公
園
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
レ
ク
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル

十
七

旧
山
口
氏
南
都
別
邸
茶
室

別
表
第
二
中
「
六
六
〇
円
」
を
「
七
三
〇
円
」
に
、
「
三
〇
〇
円
」
を
「
三
八
〇
円
」
に
、
「
一
、

〇
〇
〇
円
」
を
「
一
、
一
〇
〇
円
」
に
、
「
四
七
〇
円
」
を
「
五
八
〇
円
」
に
、
「
一
、
四
〇
〇
円

「

」
を
「
一
、
五
〇
〇
円
」
に
、
「
六
三
〇
円
」
を
「
七
八
〇
円
」
に
、

六
円

「

三
円

を

七
円

三
円

に
、
「
二
五
円
」
を
「
二
七
円
」
に
、

」

」

「
一
一
円
」
を
「
一
四
円
」
に
、
「
三
五
円
」
を
「
三
九
円
」
に
、
「
一
六
円
」
を
「
二
〇
円
」
に
、

「
五
三
円
」
を
「
五
九
円
」
に
、
「
二
四
円
」
を
「
三
〇
円
」
に
、
「
七
一
円
」
を
「
七
八
円
」
に
、

「

「

「
三
三
円
」
を
「
四
一
円
」
に
、

一
一
〇
円

四
九
円

を

一
二
〇

」

円

六
一
円

に
、
「
一
四
〇
円
」
を
「
一
六
〇
円
」
に
、
「
六
五
円
」
を
「
八
一
円
」

」

「

「

に
、

二
五
〇
円

一
一
〇
円

を

二
七
〇
円

一
四
〇
円

に
、



」

」

「
三
五
〇
円
」
を
「
三
九
〇
円
」
に
、
「
一
六
〇
円
」
を
「
二
〇
〇
円
」
に
、
「
七
一
〇
円
」
を
「

七
八
〇
円
」
に
、
「
三
三
〇
円
」
を
「
四
一
〇
円
」
に
、
「
九
五
〇
円
」
を
「
一
、
〇
〇
〇
円
」
に
、

「
四
四
〇
円
」
を
「
五
四
〇
円
」
に
、
「
一
、
二
〇
〇
円
」
を
「
一
、
三
〇
〇
円
」
に
、
「
五
四
〇

円
」
を
「
六
八
〇
円
」
に
、
「
五
〇
〇
円
」
を
「
五
五
〇
円
」
に
、
「
二
三
〇
円
」
を
「
二
八
〇
円

」
に
改
め
る
。

別
表
第
四
の
九
を
削
り
、
同
表
の
十
を
同
表
の
九
と
し
、
同
表
の
十
一
か
ら
十
六
ま
で
を
同
表
の

十
か
ら
十
五
ま
で
と
し
、
同
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

十
六

奈
良
公
園
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
レ
ク
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル

１

施
設
使
用
料

使

用

料

午
前
九

午
後
一

午
前
九
時

午
後
六
時

午
後
一
時

午
前
九
時

種

別

時
か
ら

時
か
ら

か
ら
午
後

か
ら
午
後

か
ら
午
後

か
ら
午
後

正
午
ま

午
後
五

五
時
ま
で

九
時
三
十

九
時
三
十

九
時
三
十

で

時
ま
で

分
ま
で

分
ま
で

分
ま
で

レ
ク
チ
ャ

九
、
三

一
二
、

二
一
、
七

一
〇
、
八

二
三
、
二

三
二
、
五

ー
ホ
ー
ル

〇
〇
円

四
〇
〇

〇
〇
円

五
〇
円

五
〇
円

五
〇
円

円

レ
ク
チ
ャ

一
一
、

一
五
、

二
六
、
六

一
三
、
三

二
八
、
五

三
九
、
九

ー
ホ
ー
ル

四
〇
〇

二
〇
〇

〇
〇
円

〇
〇
円

〇
〇
円

〇
〇
円

及
び
情
報

円

円

広
場

注
１

こ
の
表
の
使
用
料
は
、
専
用
し
て
使
用
す
る
場
合
に
限
り
、
徴
収
す
る
。



２

午
前
九
時
前
に
使
用
す
る
場
合
の
使
用
料
は
、
三
十
分
に
つ
き
「
午
前
九
時
か
ら

正
午
ま
で
」
に
お
け
る
使
用
料
の
額
の
百
分
の
十
七
・
五
に
相
当
す
る
額
と
す
る
。

３

午
後
九
時
三
十
分
を
超
え
て
延
長
し
て
使
用
す
る
場
合
の
使
用
料
は
、
三
十
分
に

つ
き
「
午
後
六
時
か
ら
午
後
九
時
三
十
分
ま
で
」
に
お
け
る
使
用
料
の
額
の
百
分
の

十
五
に
相
当
す
る
額
と
す
る
。

４

入
場
料
（
こ
れ
に
類
す
る
も
の
を
含
む
。
）
を
徴
収
す
る
場
合
に
お
け
る
使
用
料

は
、
こ
の
表
に
定
め
る
額
の
二
倍
に
相
当
す
る
額
と
す
る
。

２

備
品
を
使
用
す
る
場
合

備
品
の
使
用
料
は
、
備
品
ご
と
に
規
則
で
定
め
る
額
と
す
る
。

十
七

旧
山
口
氏
南
都
別
邸
茶
室

使

用

料

午
前
九
時

午
後
一
時

午
前
九
時
か

午
後
六
時
か

午
後
一
時
か

午
前
九
時
か

か
ら
正
午

か
ら
午
後

ら
午
後
五
時

ら
午
後
九
時

ら
午
後
九
時

ら
午
後
九
時

ま
で

五
時
ま
で

ま
で

三
十
分
ま
で

三
十
分
ま
で

三
十
分
ま
で

八
、
四
〇

一
一
、
二

一
九
、
六
〇

九
、
八
〇
〇

二
一
、
〇
〇

二
九
、
四
〇

〇
円

〇
〇
円

〇
円

円

〇
円

〇
円

（
奈
良
春
日
野
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
条
例
の
一
部
改
正
）

第
九
条

奈
良
春
日
野
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
条
例
（
昭
和
六
十
三
年
十
月
奈
良
県
条
例
第
十
一
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
の
一
の
表
の
注
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

注
１

「
休
日
」
と
は
、
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
七
十
八

号
）
に
規
定
す
る
休
日
を
い
う
。

２

午
前
九
時
前
に
使
用
す
る
場
合
の
使
用
料
は
、
三
十
分
に
つ
き
「
午
前
」
に
お
け
る

使
用
料
の
額
の
百
分
の
十
七
・
五
に
相
当
す
る
額
と
す
る
。

３

午
後
九
時
三
十
分
を
超
え
て
延
長
し
て
使
用
す
る
場
合
の
使
用
料
は
、
三
十
分
に
つ



き
「
夜
間
」
に
お
け
る
使
用
料
の
額
の
百
分
の
十
五
に
相
当
す
る
額
と
す
る
。

（
奈
良
県
立
学
校
に
お
け
る
授
業
料
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第
十
条

奈
良
県
立
学
校
に
お
け
る
授
業
料
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
八
年
三
月
奈
良
県
条
例
第

九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

高
等
学
校
（
専
攻
科
）

年
額

十
一
万
八
千
八
百
円

第
三
条
第
一
項
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

高
等
学
校
（
専
攻
科
）

四
万
九
千
五
百
円

三
万
九
千
六
百
円

二
万
九
千
七
百
円

第
五
条
中
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

高
等
学
校
（
専
攻
科
）

二
千
二
百
円

第
七
条
第
一
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

高
等
学
校
（
専
攻
科
）

五
千
六
百
五
十
円

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
条
例
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、

当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

第
八
条
中
奈
良
県
立
都
市
公
園
条
例
第
八
条
第
一
項
に
二
号
を
加
え
る
改
正
規
定
（
第
十
七
号

に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
別
表
第
四
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
改
正
規
定
（
同
表
の
十
七
に
係

る
部
分
に
限
る
。
）

令
和
二
年
五
月
二
十
四
日

二

第
十
条
の
規
定
（
次
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
を
除
く
。
）

令
和
三
年
四
月
一
日

三

第
十
条
中
奈
良
県
立
学
校
に
お
け
る
授
業
料
等
に
関
す
る
条
例
第
五
条
の
改
正
規
定

規
則
で

定
め
る
日

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
条
例
の
施
行
の
際
現
に
こ
の
条
例
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
奈
良
県
産
業
振
興
総
合
セ
ン
タ

ー
手
数
料
条
例
又
は
奈
良
県
森
林
技
術
セ
ン
タ
ー
手
数
料
条
例
に
規
定
す
る
試
験
の
申
込
み
を
し
て

い
る
者
の
当
該
試
験
に
係
る
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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